
紀 要 投 稿 規 程
(平成18年5月10日 改定)

1.藍 野学院紀要 は,本 学お よび本学 の関連施設 などにお け

る研究成果発表 を目的 と して,定 期的 に刊行す る。

2.投 稿者 な らびに共著者 は次の もの とす る。

1)藍 野学院教員

2)藍 野 学院卒 業生

3)恒 昭会関連 病院職員

4)編 集委 員会 の認 めた もの

3.論 文 の種類 は総説,原 著,報 告,論 説,資 料 とする。但

し,内 容 は他 の雑誌 に未掲載 の もの とする。

1)総 説 は特定 の主 題 に関連 した研究を幅広 く概 観 した

ものと し,編 集委員会 の依頼 による ものとす る。

2)原 著 は明確 な構想 に基づ き,研 究 をまとめて,一 定

の結論 を与え た もの とす る。

3)報 告 は調査,症 例研究,事 例研究 などか ら得 られ た

知見を まとめ たもの とす る。

4)論 説 は主題 に関 する理論の構 築,提 言を した もの と

す る。

5)資 料 は上記 の分類 に該 当 しないが,学 術的価値 が認

め られる もの とす る。

4.原 稿 の分量 および形式 は原則 と して次 の とお りとする。

1)原 稿 は和 文 とす る。A4版 用 紙(40字 ×40行)を

使用 し,横 書 きとす る。

2)原 稿 の長 さは原則 と して本文15枚 を限度 とす る(図

表,写 真 は1点 を4分 の1枚 相 当と してこれ に含 める)。

3)原 稿 に は和英別紙 の表紙 を付 し,そ れ ぞれに次の事

項を記載す る。 論文種類(3.を 参照),表 題(和 英),

著者名(和,ロ ーマ字),所 属機 関(和 英),ラ ンニ ン

グタイ トル(20字 以内),キ ーワー ド(和 英 とも5語

以 内),連 絡先および別刷 希望部数を付記す る。

4)句 読点 は 「。」「,」を用 い る。

5.原 稿 の内容,配 列 は原則 として以 下のよ うにす る。

1)原 著論 文(報 告 を含 む)

① 表紙

② 英文要 旨(300語 以内)お よび和文要 旨(400字 以 内)

③ は じめに

④ 対象 と方法

⑤ 結果

⑥ 考察

⑦ 謝辞

⑧ 助成金 に関す る記述

⑨ 文献

2)総 説,論 説,資 料 は,こ の内容,配 列 によらな くて

もよい。 但 し,論 説,資 料 の場合 は本文の前 に英文要

旨(300語 以内),和 文要 旨(400字 以内)を っ ける。

3)図 表 については以下 のよ うにす る。

① 図表 あ るいは写真 は1枚 ずつ 別葉 とし,そ れぞれ一

連番号 を記入 の うえ,本 文末尾 にま とめ る。

② 図表 あるいは写真 の説 明は本 文末尾 に別紙 として ま

とめる。

4)年 号 は西暦 を使用 し,元 号 につ いては西暦(元 号)

年 とす る。 一一般 的ではない外 国の用語,人 名,地 名 は

原語 も しくはカタカナ(最 初 は原綴 りを併記す る こと)

で書 くこと。略語 は本文 の最初 に出 たと ころで スペル

アウ トす る。

5)学 名 は イ タ リ ック 体 を 用 い る か,ア ン ダ ー ライ ンで

明 示 す る。 単 位,数 量 はSIユ ニ ッ トを 用 い,数 字 は ア

ラ ビア 数 字 を 用 い る。

6)引 用 文 献 は以 下 の よ うに す る。

① 本 文 中 に 引用 の場 合,本 文 中 の該 当箇 所 の右 肩 に順

次 番号 をつ け る。

例):小 島 ら1),Ayliffeetal.2)

② 引用 文 献 は本 文 末 に 「引用 文 献 」 と して一 括 して,

本 文 中 の 出現 順 に配 列 す る。

③ 引用 文 献 の表 記 につ い て はバ ンク ーバ ー ス タ イ ル に

準 拠 す る。 な お雑 誌 名 に は略 記 を用 い,医 学 中 央 雑 誌,

IndexMedicusあ るい はINI(lnternationalNurs-

ingIndex)に 従 う。

A.雑 誌 の場 合

著 者 氏 名.表 題 雑 誌 名 出 版 年;巻(号):ペ ー ジ.

例1)小 島 道 代,外 崎 明 子,秋 山照 男.感 染 に 関 す

る看 護 研 究 一今 後5年 間 の 課 題 一.看 護 研 究1994;

27(4):256-63

例2)AyliffeGA,CollinsBJ,LowburyEJ.

BabbJR,LillyHA.Wardfloorsandother

surfaceasreservoirsofhospitalinfection .

JHyg1967;65(4):515-36.

B.単 行 本 の 場 合

著 者 氏 名.表 題.In:編 者 等 氏 名.書 名.発 行 地:出

版 者;出 版 年.ペ ー ジ.

例1)森 博 愛,斉 藤憲.神 経 ・筋 疾 患.In:森 博 愛

編 コ メ デ ィ カ ル の た め の 内 科 学.東 京:医 学 出

版;1994.P.344-421.

例2)BurrB.Diabetesandthemarathon.In:

BurrB,NagiD,editors.Exerciseandsportin

diabetes.NewYork:JohnWiley&Sons;

1999.p.123-35.

C.Webペ ー ジの場 合

著者 氏 名.表 題 掲 載(更 新)年 月 日[引 用 日].URL

例)大 阪 府 健 康 福 祉 部 地 域 保 健 福 祉 室 疾 病 対 策 課 .

大 阪府 に お け るHIV感 染 者 情 報.2005[引 用2005-

03‐08].URL:http://www.pref.Osaka.jp/chiiki/

shippei/tokutei/aids/hiv.html

6.原 稿 提 出

原 稿(表 紙,本 文,図 表,写 真 な ど)1部,お よ び3 .5

イ ンチ フ ロ ッ ピー デ ィス ク1枚 を提 出す る。

7.投 稿 原 稿 の 採 否,掲 載 順 序,印 刷 方 法,体 裁 は編 集 委 員

会 にお いて 決 定 す る。 なお 投 稿 原 稿 は2名 の 査 読 を 経 る。

8.著 者 校 正 は原 則 と して 再 校 まで と し,新 た な 追 加 あ るい

は変 更 は認 め な い。

9.別 刷20部 まで は無料 とし,

著者負担 とす る。

これを超過する分の経費は

10.掲 載論 文の著作権 は,学 校法人藍野学 院に帰属 する。

11.原 稿送付先

〒567-0018大 阪府茨木市太 田3丁 目9番25号

藍野大学 中央図書館 内

紀要編集委員会宛

TELO72-625-6369(内 線3242)



藍野学院紀要編集委員会

委員長:高 橋 清 久(藍 野大学学長)

委 員:中 桐 佐智子(藍 野大学医療保健学部長)

大 澤 仲 昭(藍 野学院短期大学学長)

宮 近 スイ子(藍 野学院短期大学副学長)

山 上 賢 一(藍 野学院短期大学附属藍野高校校長)

荒 木 啓 元(藍 野医療福祉専門学校介護福祉学科長)

砂 川 勇(滋 賀医療技術専門学校副校長)

田 中 俊 典(藍 野加齢医学研究所教授)

井 出 千 束(藍 野学院中央図書館長)

佐 藤 茂 秋(藍 野病院院長)

川 島 文 雄(藍 野花園病院院長)

東 村 輝 彦(藍 陵園病院医師)

石 田 栄 吉(青 葉丘病院院長)

藍 野 学 院紀 要 編 集 実 施 委 員会

委員長:田 中 俊 典(藍 野加齢医学研究所)

委 員:相 澤 里 香(藍 野大学)

森 田 恵美子(藍 野大学)

岸 田 秀 樹(藍 野大学)

谷 口 直 子(藍 野学院短期大学)

太 田 小百合(藍 野学院短期大学)

池 上 隆 史(藍 野学院短期大学附属藍野高校)

事 務 局

増 田 徹(藍 野学院中央図書館)

深 由香利(藍 野学院中央図書館)



編 集 後 記

平成20年 度の藍野学院紀要第22巻 が完成 しま したのでお届 けいた します。

先号第21巻 の編集後記 を書 いたのが,昨 年 の7月 の終 わ り,土 用の真 っただ中の とて も

暑 い日で した。今年 は,は や11月,紅 葉 も美 しい晩秋にな って しまい ま した。4ヶ 月 も遅

れて しま ったの はひとえに私の怠慢 の致す所 であ り,こ の場 をお借 り しま して謹 んでお詫

び申 し上げ ます。

ところで 「もみ じ」 とい う言葉 は,「木 の葉 が秋 にな って赤 や黄色 に色づ く」 とい う意 味

の 自動詞,「 もみず」か ら来 ているそ うです。 その 「もみず」 は 「揉み出ず」 に由来す ると

か。 昔 の人 は秋 になる と木 々はその体 内に赤 い(あ るいは黄色 い)ま るで血液のよ うな樹

液を蓄え,そ の色 を揉み出す よ うに して葉 に色 をつ けてゆ くのだ と考えて いたのだそ うで

す。本当 は秋 にな って気温が下 が ると葉 の中で色素 が合成 され るので,幹 の中が真 っ赤 な

ど ということはない はず なのですが,梢 の方か ら紅葉 が 日々広が ってゆ く様子 をみてい る

ど,樹 木 の中か ら赤 い色素が絞 り出 されてゆ くよ うに見え な くもないです。余談ですが,

紅 葉の赤 い色素 はア ン トシア ンでポ リフェノールの仲間です。つ ま り抗 酸化作用が期待 で

きる訳 で,紅 葉 の天 ぷ らは意外 と体 に良 いのか もしれません……

それ はさてお き,論 文 を書 くとい うことは高度 の知力 を要す る作業 であ り,ま さに樹木

が赤 い色素 を絞 り出す ように,脳 髄 を絞 って,血 の に じむよ うな努力 を して成 し遂 げ られ

る もので す。 とす るな らば知 恵 を しぼ り,「揉 み出す」 ことで生み 出 され た論 文 は 「もみ

じ」 といって良 いので はないで しょうか。 無理矢理な ごじつ けですが,一 編一編 さまざま

な色合 いの論文が並ん だ様子 は,あ たか も山裾を彩 る紅葉の ようです。 ぜひ読者 の皆様 に,

この美 しい錦模様 を楽 しんでいただきたいと思 います。

最後 に著者 のみなさまを は じめ,査 読 を快 くお引 き受 けいただ いた先生方,そ して膨大

な事務処理 を黙 々とこなされた事務局 の方 々に深 く御礼 申 し上 げます。

(藍野紀要編集実施委員長:田 中俊典)

藍野学 院紀要 第22巻

平成21年3月31日
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